MEN  aPsuv

i # J=F. N ¥

40 HLt (T5)

¥ f R KR HE% 976 &

SRBEO A SERR 2T 3 A 23 H

BB E O &0 ARG 4455 1 HiEY SHEELD

i 0 M B NDE R % (e 4 2 B ER ORI IZEE T 2 09%
(A Study on Visualization of Kansei Information to Promote
People’s Understanding)

WXEEER T OB EE R |
o Pt & IE
o A& WTH
e mo B F (RRIRE)

BRI BN TR b2 b SN L1, R AT ANDEL DN
BT RGNS THB L (v 5 —48) [LEoT, a—F—NEH%E s
R BN ROBAICIKISAENTLE S 2L ThD. THICHL, TFE, ta—wy
AT 4 THAE, BTS2 Y, BMEERAT 17 LB L 5B ~0 0 AR ERI A
STETWEG. ADEMEZEHRAET 2 L iE, “RE”, “HEE Lo EEONEs =
FATROED = & BEERD - A LML, I Ea—F 2FfALE—1
ZIZRNT, &0 ARBARIMIEOREE THEE 4 5.

RRORBWVIE, ZOBMEERAT 47 OSFICRNT, HHREADTICH B EEMD
RRERZBOOTHD. i, AOBRMEEHE “THL” L, FHVRATL2EY2T
W T B TR EDDEMT LT AL LWERT D, Z0EDI, SERE
77 7 ® If-Then /V—/VAHRIE~OBAEZREL, BEFRLLELNHFEL—1LD
WRMEE A ESBAZLERAD. T, F/ % hROYY—F ZAE AT BT AT A
AREL, BEFROBELBROEREL M ESE3 2 L E2RE5.

LT, £#EOWETHS.




T, E 1 BT, AR L ERABICEDAERIIOVWTHRAS. £, AHEOH
EHHTHB (B, FROTHIL), [F—F~<f=v7) 2o mf,%®%%m6&
ETE, Fﬁmﬁwﬁm%ﬁxffAé E7e, FNLOENFICR N TREMNRFE
FHZ DWW TR 5.

DL, B2ETIE, Va7 F—E~A = PICERBREH 2 ER A G &
LT, ZERES T 7D If-Then V—LHEA~OHEAEEZRETS. AETRETS
IS-MDD D/ A%, FH L2V ifthen — O IZ%E 1L L, “nick» T IS-MDD i3,
if-then W— VOFMBEEHZTIENTER LI R-oTWS, 2D, IS-MDD i
if-then V— LV EFIHRALT D OICKERY — L ERVEBLEELZBND. Fi, BMEFERD
ARG E LT, EU Y OiVWE X 2 B X ARED 55 S R L— L% IS-MDD
TRIFUbLZ R ATz, Flo, ZhIC20WT, ERRLEREZBOEYD 2TV F—2 <A
=BT DEMEERR ST o r— MREERTY, BRESH - T 5.

DX, HIETE, A/ ROV Y—FREAFULT I VAT LAEBEL, Zhic
Ko THEHEOHELBIROWMBEEZM LA L 2RAD. KIBEV AT LTI, 4/~
RRTTAANT Lt~y 7 RICRRT 52 LT, MRMOBELEEL 4 < FC
EDWTRIHUET D22 EAREREE 2D, £ T, BBV AT AORBRHE L O#EFtERE N &
BERAONDT—< LT, TV—FORBEERTA /<~ b 2%HAL, TV — hOBEGRHE
ORI LT 2 ENTEBR VAT L (AL =V F ) w "2 Y —=F R vy
7)) DREZRSLT. F£72, HAL VRV T A 2010 TRV AT ADTEL R b L—Y
a YE{TY, TOFMECELTT v r— MREEToERE2LT L, FEET 5.

BB, BAETIE, NHXEREL, SBROWRICOVTIRNS.




M BERROES

BEFREERICEBVTREI L L INEBELIE, BRI AT L0052 b ABEFIERIEH
wohkfhé_k(ty&7—5>Liof,a—ﬁ —DMER T BUSEIN T 2 AT B R OBk I 8
RENTLEIZELETHD. ZHICKL, E, ta—<r AT ¢ THIR, BETS20Y, mikiEsg 2
TATEBELESHE~OBRYBAENERIIRS>TETNDS. ADRIEL EHOES S - &L, R
B, B Lo BEEOERY AT ATEROE D Z EMHRED o AR BRI L, ok
2—ZZFA LY —EXIZB8WT, L0 ABBR I EORE S L T 5.

FEER L DD VL, ZOREFRA T 1+ 7T OSBFIBNT, BREKD I 5 5B 03 B 5 5
HELDTHD. I, NORMEFEREZ “THII” L, B8R T ACBNT, BV 2Tl T2
4:Vﬁ%ﬁ5t&®¥%f&?é_&uﬁﬁbt\ﬂﬁz"%ﬁﬁﬁfﬁ7®$ﬁmﬁ~wﬂﬁ
(E~OBEHEEREL, BRSO/ ONIEM— L ORIEL M LS L 28 ad-. -,
A2 bROVY =T REFGUCT D5V AT LEREL, BEEROFELEROBERME S F S5 -
EERATVE. UTF, FEONBIESONWTHETS.

BIE T, AL FHRLE %bé%iuowfﬁ&t.it,%@“%?%éfW@L & H
DERL), [T—=F <A =071 IE20T, ZOEENLENTE T, HHAEORES 5% ke
7L, TNHOZSEFICB O CTRENRFFIEFN OV THES L7-. ‘

BRETH, EVaT N F—~ A = ZICF R R TR s & LT, ZERES S T
DI Then/L— /VAMEE~DHEAEERE LIz, KETIRET BIS-MDDO R E, FH L7\ if-then
= DECE LS, TR E - TIS-MDDIE, ifthen/b— LT 574 = & BTEDB L DT
P TS, ED72, IS-MDD (Jif-then/b—/L 2 AR T 2 DICEE R Y — L L7 0 1B 5. =
BROFTHRF & LT, EFY O =F 2 B X LR A 50N RSV — L 2 IS-MDD TR
LERAAIZ. EHIT, ZHIEDNT, MRRBEALBOE 2Tl » 5 Z=A =TI BIT A6
IMEZFHT 27 7 — MREEZITV, RO - TE L7~

%%%Tﬁ,ﬁ/v%&@yy—ix%ﬂﬁm¢5yx?A%%%b,:nmiofﬁﬁwﬁﬁﬁw
@ﬁﬁﬁ%ﬁiéﬁé*&%ﬁﬁt.ﬁ%xyx%A?ﬁ A= ERTTAOUNT LSt~ v~

WCRATDHI LT, BRMOBUMEL T < FRUCE SO TERET 3 = & 23 FT4E 2L B, FIT,
T%%/X TLAOWREE OBMERENEBEZ bNET—< L LT, FH¥— hOBREETS ) - N
ﬁ%b,?%—%@%%%%@%%Kﬂﬁk#é:kﬁ@%éVX?A(R%wvﬁ/v%&'yyw
TA =y T) OEEEFRAA. Fi, HAIV VRO Y LA201000TAL AT ADFTEL A f e 5
21TV, @ﬁﬁ@ WCRELTT o — MRERTREREE DL, THEL-.

BB, 4%(1 FRLEBIEL, 5% ORI O TRy,

PERUBE TREME L FIEIL, VPR LR - MRS <, BIEEEOTEL L L CHLBR TS
VORI OBRIE, Ur =T MR, BRASBICIRER L L0 ESNTE Lk LOTHD.
MEIZLY, RXEERUEMBROBERICESE, FAZES IRV THEIES LToRER, A
B, L (T%) OFMLICHIET B LD TH B LK L.





氏名学位の種類学位記番号学位授与の日付学位授与の条件学位論文題目論文審査委員トモト　　ユウタ［コウ戸本裕太郎博士（工学）博第976号平成27年3月23日学位規則第4条第1項該当　課程博士人の理解を促進する感性情報の可視化に関する研究（AStudyonVisua▲izationofKansei　Information　toPτo皿otePeople’s　UndeTstanding）主　査　　准教授教　授教　授准教授中北山加村村本納剛　士正いずみ政　芳（中京大学）論文内容の要旨　高度情報化社会において私達にもたらされた課題とは，情報システムから与えられる電子情報が複雑かつ膨大であること（ビッグデータ）によって，ユーザーが情報を取捨選択する前に情報の洪水に飲み込まれてしまうことである．これに対し，近年，ヒューマンメディア技術，感性工学など，感性情報メディアと関連した分野への取り組みが活発になってきている．人の感性を情報処理することは，“感覚”，“個性”といった既存の情報システムで取り扱うことが出来なかった概念を処理可能にし，コンピュータを利用したサービスにおいて，より人間的な付加価値の提供を可能とする．　本論のねらいは，この感性情報メディアの分野において，情報洪水の中にある暗黙知の発見を試みるものである．特に，人の感性情報を“可視化”し，情報システムをビジュアル・データマイニングを行うための手助けとすることに着目する．このために，多値決定グラフの珪Thenルール可視化への適用法を提案し，感性情報から得られた特徴ルールの視認性を向上させることを試みる．また，オノマトペのシソーラスを可視化するシステムを提案し，感性情報の類似関係の視認性を向上させることを試みる．以下，各章の概要である．　まず，第1章では，本研究と情報処理に関わる背景について述べる．また，本研究の関連分野である「感性」，「情報の可視化」，「データマイニング」について，その背景から技術までを，情報処理の観点を交えて述べる，また，それらの各分野において代表的な研究例について概説する．　　　　　　言　つぎに，第2章では，ビジュアル・データマイニングに有用な新たな情報可視化技術として，多値決定グラフの任Thenルール可視化への適用法を提案する．本章で提案するIS・MDDのパスは，表現したいi£th飽ルールの数に等しく，これによってIS−MDDは，i針henルールの論理性を満たすことができるようになっている．そのため，　IS・MDDはi銑henルールを可視化するのに最適なツールとなり得ると考えられる．また，感性情報の可視化例として，ピカソの描いたキュビズム絵画から得られた構図特徴ルールをIS・MDDで可視化を試みた．また，これについて，従来表現と比べた際のビジュアル・データマイニングにおける優位性を図るアンケート調査を行い，結果を分析・評価する．　つぎに，第3章では，オノマトペのシソーラスを可視化するシステムを構築し，これによって感性の類似関係の視認性を向上させることを試みる．本提案システムでは，オノマトペでラベル付けした商晶をマップ上に表示することで，商品閥の類似性をオノマトペに基づいて可視化することが可能となる．そこで，提案システムの機能との親和性が高いと考えられるテーマとして，デザートの食感を表すオノマトペを採用し，デザートの関係性をも感性的に可視化することができるシステム（スイーツオノマトペ・シソーラス・マップ）の実装を試みた．また，HAIシンポジウム2010にて本システムのデモンストレーションを行い，その有効性に関してアンケート調査を行った結果を分析し，評価する．最後に，第4章では，本論文を総括し，今後の研究について述べる．論文審査結果の要旨　高度情報化社会において私達にもたらされた課題とは，情報システムから与えられる電子情報が複木かっ膨大であること（ビッグデータ）によって，ユーザーが情報を取捨選択する前に情報の洪水に飲込まれてしまうことである．これに対し，近年，ヒューマンメディア技術，感性工学など，感性情報メディアと関連した分野への取り組みが活発になってきている．人の感性を情報処理することは，“感覚”，“個性”といった既存の情報システムで取り扱うことが出来なかった概念を処理可能にし，コンヒュータを利用したサービスにおいて，より人間的な付加価値の提供を可能とする．　申請論文のねらいは，この感性情報メディアの分野において，情報洪水の中にある暗黙知の発見を試みるものである．特に，人の感性情報を“可視化”し，情報システムにおいて，ビジュアル・データイニングを行うための手助けとすることに着目した．このために，多値決定グラフの任Thenルール可文化への適用法を提案し，感性情報から得られた特徴ルールの視認性を向上させることを試みた．また，オノマトペのシソーラスを可視化するシステムを提案し，感性情報の類似関係の視認性を向上させることを試みている．以下，各章の内容について報告する．　第埠では，本研究と情報処理に関わる背景にっいて述べた．また，関連分野である「感性」，「情の可視化」，「データマイニング」について，その背景から技術までを，情報処理の観点を交えて述べた．また，それらの各分野において代表的な研究例について概説した．　第2章では，ビジュアル・データマイニングに有用な新たな情報可視化技術として，多値決定グラフのlfThenルール可視化への適用法を提案した．本章で提案するIS・MDDのパスは，表現したいifthe1ルールの数に等しく，これによってIS・・MDDは，　i針henルールの論理性を満たすことができるようになっている．そのため，Is−MDDはi£thenルールを可視化するのに最適なツールとなり得る．また，感’1繍の可視化例として・ピカソの撤・たキュビズム絵画から得られた構図糊敦ルールをIS−MDDで剛化を試みた・さらに・これについて・従来表現と比べた際のビジュァル・データマイニングにおける優位性を計測するアンケート調査を行い，結果を分析・評価した．　第3章では，オノマトペのシソーラスを可視化するシステムを構築し，これによって感性の類似関係の視認性を向上させることを試みた・本提案システムでは，オノマトペでラベル付けした商品をマッフ上に表示することで，商品間の類似性をオノマトペに基づいて可視化することが可能となる。そこで，提案システムの機能との親和性が高いと考えられるテーマとして，デザートの食感を表すオノマトペを採用し，デザートの関係性を感性的に可視化することができるシステム（スイーツオノマトペ．シソラス・マップ）の実装を試みた．また，HAIシンポジウム2010にて本システムのデモンストレーショ’を行し｝，その有効性に関してアンケート調査を行った結果を分析し，評価した．　最後に，第4章では，本論文を総括し，今後の研究について述べた．　2章及び3章で提案構築した手法は，いずれも新規性・独創性が高く，感性情報の可視化として興蜘7い．本研究の成果は，ジャーナルに2編国際会議に1編発表したものに基づいてまとめたものである．以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した結果，本論が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した．

